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羽村市生涯学習センターゆとろぎ
ゆとろぎ協働事業運営市民の会：

市民一人ひとりの生涯学習を支援する季刊情報誌

私の生涯学習
連　載

第７回 小林清志さん（68歳）

（p.2）

前向き思考と「歌」の特技を活かして、
ボランティア活動で定年後を楽しむ

（p.4 ～ 5）

おいでよ　ゆとろぎの森へ

ゆとろぎ開館３周年記念

はむらの「第九」演奏会
09年１月 25日（日）（p.6)

人形浄瑠璃文楽
09年 3月 15日（日）（p.3)

秋のゆとろぎ
イベントガイド
（p.6 ～７）
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私の生涯学習
連　載

第７回

1940（昭和 15）年、立川市生まれ。55歳で定年退職。再就職した会社で
60歳を迎えたのを機に、40年に及んだサラリーマン生活と決別。「なにか
役に立てるのではないか？」と考え、ボランティアの世界に飛び込む。高
校から始めた合唱や特技の工作技術を活かして、老人福祉施設や東児童館
で喜ばれながら自らも楽しんでいる。

小林清志さん（68歳）

前向き思考と「歌」の特技を活かして
ボランティア活動で定年後を楽しむ

あなたは定年後の人生をどう生きますか？
定年後の生き方は人それぞれ、「これが正
解」と言えるものはない。大切なことは「な
にかをやってみよう」という前向きな思考
を持つことだと小林清志（こばやし・きよ
し）さんは言う。歌うことがなによりも好
きで、「定年後はボランティア活動を」と
決めていた小林さんに体験談を聞いた。

　

去
る
９
月
21
日
（
日
）、
東
児
童
館

は
子
供
た
ち
の
熱
気
に
つ
つ
ま
れ
て

い
た
。
今
年
で
９
回
目
を
迎
え
た
「
ふ

れ
あ
い
キ
ッ
ズ
祭
り
」
が
開
幕
し
た
の

だ
。
１
階
ロ
ビ
ー
に
設
置
さ
れ
た
、
縦

４
メ
ー
ト
ル
横
２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ジ

オ
ラ
マ
の
中
を
通
勤
電
車
や
長
距
離

列
車
、
貨
物
列
車
な
ど
の
精
巧
な
ミ
ニ

チ
ュ
ア
が
走
っ
て
い
る
。
子
供
た
ち
は

興
味
津
々
の
眼
差
し
。
こ
の
ジ
オ
ラ
マ

を
制
作
し
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
定
年
退
職
後
の
人
生
を
楽
し
ん
で

い
る
小
林
清
志
さ
ん
だ
。

　

定
年
を
目
前
に
単
身
赴
任

　

１
９
９
１
（
平
成
３
）
年
、
空
前
の

好
景
気
が
、
突
然
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
が
弾

け
た
か
の
よ
う
に
消
滅
し
た
。
金
余
り

と
ま
で
言
わ
れ
た
日
本
は
不
況
の
ど
ん

底
に
突
き
落
と
さ
れ
、
企
業
の
倒
産
が

相
次
ぎ
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
リ
ス
ト
ラ

の
嵐
に
曝
さ
れ
た
。
当
時
、
計
測
機
器

メ
ー
カ
ー
に
勤
め
て
い
た
小
林
清
志
さ

ん
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
。

　

52
歳
の
あ
る
日
、
内
勤
業
務
か
ら
営

業
部
門
に
配
置
転
換
、
大
阪
へ
単
身
赴

任
を
命
じ
ら
れ
た
。
当
時
、
会
社
の
定

年
は
55
歳
だ
っ
た
。
定
年
を
目
前
に
し

て
の
配
置
転
換
、
し
か
も
単
身
赴
任
に

若
干
戸
惑
っ
た
が
、暗
さ
は
な
か
っ
た
。

「
営
業
と
い
う
こ
と
で
待
遇
は
ま
だ
ま

だ
よ
か
っ
た
」
か
ら
だ
。
自
ら
車
を
運

転
し
て
西
日
本
を
担
当
。
持
ち
前
の
前

向
き
思
考
を
発
揮
。
慣
れ
な
い
営
業
の

気
疲
れ
を
訪
れ
た
各
地
の
「
社
会
科
見

学
」
の
面
白
さ
に
置
き
換
え
て
楽
し
ん

だ
。60

歳
ま
で
は
働
く
。
そ
の
先
は
…
…

　

単
身
赴
任
４
年
目
。
55
歳
で
会
社
を

定
年
退
職
し
た
。
だ
が
、
隠
居
す
る
に

は
ま
だ
早
い
。
60
歳
ま
で
は
働
く
つ
も

り
だ
っ
た
。
仕
事
探
し
に
職
安
へ
通
い
、

あ
る
都
市
銀
行
に
嘱
託
で
採
用
さ
れ

た
。
４
年
余
の
銀
行
勤
め
で
、「
銀
行

の
中
の
い
い
と
こ
ろ
悪
い
と
こ
ろ
、
全

部
見
せ
て
も
ら
っ
た
」
と
い
う
。
60
歳

を
機
に
銀
行
を
退
職
。「
す
っ
ぱ
り
と

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
生
を
卒
業
」
し
た
。

60
歳
を
過
ぎ
て
働
く
気
持
ち
は
な
か
っ

た
。「
仕
事
を
終
え
た
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
と
考
え
て
い
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
羽
村
市
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
介
助
協
力
事
業
の
一
環
と
し

て
「
送
迎
サ
ー
ビ
ス
」
が
始
ま
っ
た
。

介
助
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
を
病
院
へ

送
り
迎
え
す
る
こ
と
が
主
な
仕
事
だ
っ

た
。
40
代
の
主
婦
、定
年
前
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
、
定
年
を
迎
え
た
人
な
ど
20
人
程

が
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
応
募
。「
謝

礼
も
出
る
と
の
こ
と
で
、
こ
り
ゃ
あ
い

い
（
笑
）」
と
小
林
さ
ん
も
名
乗
り
を

上
げ
た
。
正
真
正
銘
の
定
年
後
の
新
た

な
挑
戦
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

　

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
む
ず
か
し
さ

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
が
用
意
し
た
３
台
の

車
を
20
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
交
代
で

ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
。
依
頼
主
を
無
事

に
自
宅
ま
で
送
り
届
け
た
と
き
に
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
の
こ
と
ば

が
嬉
し
く
、
充
実
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

だ
っ
た
。

　

だ
が
、
４
年
を
迎
え
て
勇
退
し
た
。

病
院
か
ら
の
帰
り
道
、往
々
に
し
て「
つ

い
で
に
こ
こ
に
行
っ
て
」「
あ
っ
ち
に

寄
っ
て
」
と
、
さ
な
が
ら
タ
ク
シ
ー
か

ハ
イ
ヤ
ー
の
よ
う
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
。
送
迎
と
い
う
仕
事
の
本
領

を
超
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
当
然
の
よ
う
に

要
求
す
る
利
用
者
に
反
発
を
感
じ
た
。

「
自
分
に
も
わ
が
ま
ま
な
と
こ
ろ
が
あ

る
」
と
小
林
さ
ん
は
言
う
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
と
接
す
る
中
で
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
む
ず
か
し
さ
を
知
っ
た
。

　

一
方
で
、
若
者
と
の
出
会
い
も
あ
っ

た
。
セ
ン
タ
ー
職
員
の
紹
介
で
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
が
合
唱
で
福
祉
施
設
を
訪
問

す
る
際
の
助
っ
人
に
誘
わ
れ
た
。
そ
れ

が
後
の
老
人
福
祉
施
設
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
な
が
っ
た
。

　

外
へ
発
信
し
た
く
な
っ
て

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

辞
め
た
後
、
孫
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
に
鉄
道
模
型
の
制
作
を

始
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
徐
々
に
子
供
が

遊
べ
る
レ
ベ
ル
で
は
な
く
な
り
、
孫
も

関
心
を
示
さ
な
く
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
小
林
さ
ん
は
「
外
へ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
発
信
」
を
始
め
た
。「
こ

ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
」
と
自
己

Ｐ
Ｒ
の
チ
ラ
シ
を
制
作
。
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
へ
文
字
通
り
「
発
信
」
し
た
。

近
所
の
商
店
の
ご
主
人
に
配
布
の
協
力

を
お
願
い
し
た
こ
と
も
あ
る
。

　

自
己
Ｐ
Ｒ
が
功
を
奏
し
、
あ
る
老
人

福
祉
施
設
の
イ
ベ
ン
ト
担
当
者
の
目
に

留
ま
り
、
書
類
審
査
を
経
て
晴
れ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
っ
た
。「
ま
る
で
入

社
試
験
み
た
い
だ
っ
た
（
笑
）。
た
だ

熱
意
が
あ
る
か
ど
う
か
だ
け
」
だ
っ
た

と
振
り
返
る
。

　

楽
し
む
こ
と
が
継
続
の
力

　

高
校
時
代
か
ら
合
唱
を
続
け
て
い
る

小
林
さ
ん
は
根
っ
か
ら
の
歌
好
き
。「
普

段
の
イ
ベ
ン
ト
会
で
は
必
ず
１
曲
歌
わ

な
い
と
気
が
す
ま
な
い
」と
い
う
ほ
ど
。

今
春
、
半
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
「
の

ど
自
慢
大
会
」
の
審
査
委
員
長
を
依
頼

さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
審
査
委
員
長
は
特

別
な
人
に
お
願
い
し
て
い
た
が
、「
今

回
は
都
合
が
つ
か
な
い
の
で
、
小
林
さ

ん
お
願
い
し
ま
す
」
と
。
な
に
を
ど
う

し
て
よ
い
の
か
も
わ
か
ら
ず
戸
惑
い
つ

つ
も
、
審
査
委
員
長
の
大
役
を
無
事
に

終
え
た
。「
何
歳
ま
で
歌
え
る
か
わ
か

ら
な
い
が
、
歌
え
な
く
な
る
ま
で
続
け

た
い
。
自
分
自
身
で
も
楽
し
く
、
面
白

く
や
っ
て
い
る
こ
と
が
継
続
の
力
だ
と

思
う
」
と
言
う
。

　

い
ま
、
小
林
さ
ん
は
「
人
を
頼
り
に

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
で
は
な
く
、

自
ら
進
ん
で
行
動
で
き
る
仲
間
を
作
り

た
い
」
と
思
っ
て
い
る
。
自
分
だ
け
が

楽
し
む
の
で
は
な
く
、
い
っ
し
ょ
に
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
仲
間
を
。

　

最
後
に
、
定
年
を
迎
え
る
世
代
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
尋
ね
る
と
、即
座
に「
や

り
た
い
と
思
っ
た
ら
、
即
、
実
行
し
て

み
る
こ
と
」
と
返
っ
て
き
た
。「
現
役

時
代
に
は
仕
事
仕
事
で
空
想
に
終
わ
っ

た
こ
と
が
、
定
年
退
職
後
に
は
で
き
る

の
で
す
よ
。
や
り
た
い
と
思
う
こ
と
が

で
き
る
。
失
敗
を
恐
れ
ず
、
や
れ
る
と

こ
ろ
か
ら
始
め
て
み
る
こ
と
。
そ
こ
か

ら
始
ま
る
」
と
前
向
き
な
姿
勢
の
大
切

さ
を
語
っ
て
く
れ
た
。「
亭
主
が
外
に

出
る
と
家
庭
内
の
空
気
も
よ
く
な
る
」

と
も
。
さ
て
、
あ
な
た
は
定
年
後
の
人

生
を
ど
う
生
き
ま
す
か
？

「なにかやってみたい」「どんなことができるの？」etc.

『市民活動・ボランティアセンターはむら』が、
さまざまなニーズにお応えします

　６月 28日（土）、羽村市コミュニティ
センター 2階に『市民活動・ボランティ
アセンターはむら』が開設されました。
　同センタ̶設立の目的は、羽村市内で
活動する各種団体の情報収集、相互連携、
市民への情報提供、市民活動の相談など
を行い、羽村市の市民活動・ボランティ
ア活動のなお一層の活性化を目指すこと
にあります。
　市民の一人ひとりが持っている潜在的
なヒューマンパワーを地域社会に提供し
ていただき、住み良い「ふるさとはむら」
の新たな創造に参画していただくことを
期待しています。

　そのため『市民活動・ボランティアセ
ンターはむら』の窓口あるいは情報コー
ナーでは、市民活動やボランティア活動
に関するさまざまな情報をご案内してい
ます。また、ボランティアの入門講座や
講習会なども随時開催し、助成金の情報
なども提供しています。
　人と人を結びつけ、それぞれの持てる
力を効果的に発揮し、暮らしやすい“ま
ち”を市民のみなさんとともにつくって
いく、そんなセンターを目指しています。
「なにかやってみたい」と思っている方
は一度訪ねてみてはいかがでしょうか。
もちろん、電話での問合せもOKです。

JR羽村駅

■ゆとろぎ

●羽村郵便局

■羽村市役所

■保健センター

福祉センター■

消防署●

★
市民活動・ボランティアセンタ̶はむら
（羽村市コミュニティセンタ̶２階）

産業道路

至小作 至福生

市民活動・ボランティアセンター
〒 205-0003　羽村市緑ヶ丘 5-2-6　羽村市コミュニティセンター内
☎ 042（578）5252 ／ FAX042（578）5253

開館時間　火～土曜日 9：00～ 19：00／日曜日 9：00～ 17：00
休館日　　毎週月曜日及び祝日・年末年始

■富士見小学校
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　ゆとろぎでは初めてのシンガーソングライター、古瀬陽子さんの

ライブです。古瀬さんは福岡県久留米市出身。高校時代はスポーツ

に没頭し、勉強にはまったく関心がなかったそうですが、大学で心

理学という学問に出会い一心に勉強。成績優良につき、４年間学費

免除の特待生に。２年生のとき、憧れていたロンドンへ留学。そ

こで将来は音楽で生きる決意をしたそうです。というのも、小

さな頃からお父さんの影響でビートルズを聴いて育ったか

らだとか。

　95年、YAMAHA Teen's Music Festival Vocal Contest 

in FUKUOKA で最優秀賞を受賞、99年『デジタルツーカー

ギガ IN 九州大会』Final Champion、00年上京。02年ファー

ストアルバム『こんな夜に』を発売。04 年、映画『ロー

ド 88 ～出会い路四国へ～』の挿入歌『夢は夢のままで』

を制作し、ファーストシングルとして発売。現在、吉祥寺、

立川を中心に中央線沿線のライブハウスを拠点に活躍し

ています。

　プロフィール紹介によるとビートルズ、ギルバート・

オサリバン、10CC、クイーン、ジャクソン５、ビリー・ジョ

エル、ホール＆オーツが好きなアーティストだそうです。

古瀬さんのイメージがなんとなくわかるような気がしま

せんか。古瀬さんの音楽とおしゃべりでライブハウス気

分をお楽しみください。

12／13
土

開場18：00
開演 18：30

シンガーソングライター

古
こ せ よ う こ

瀬陽子コンサート
ゆとろぎライブ  Vol.2

11月 1日（土）
チケット販売開始
大人　　　　　（前売）1,500 円
　　　　　　　（当日）1,800 円
小学生～高校生　（前売）800円
　　　　　　　（当日）1,000 円

ゆとろぎ小ホール
（全席自由）

Ｑ　

ゆ
と
ろ
ぎ
で
「
人
形
浄
瑠
璃
文

楽
」
と
い
う
の
を
や
る
ん
だ
け
ど
、

「
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
」
っ
て
な
に
？

Ａ　

能
や
雅
楽
は
去
年
、
一
昨
年
と

ゆ
と
ろ
ぎ
で
公
演
を
や
っ
た
か
ら

知
っ
て
る
よ
ね
。

Ｑ　

日
本
の
古
典
芸
能
だ
よ
ね
。
確

か
世
界
文
化
遺
産
に
も
な
っ
て
る
。

Ａ　

そ
の
通
り
。
で
、「
人
形
浄
瑠

璃
文
楽
」
も
歌
舞
伎
や
能
、
雅
楽

と
同
じ
日
本
の
古
典
芸
能
、
伝
統

芸
能
の
一
つ
な
ん
だ
。

Ｑ　

そ
れ
く
ら
い
は
知
っ
て
る
。

Ａ　

江
戸
時
代
の
初
期
に
関
西
で

浄
瑠
璃
と
い
う
「
語
り
音
楽
」
と

人
形
芝
居
が
合
体
し
て
「
人
形
浄

瑠
璃
」
が
生
ま
れ
、
江
戸

時
代
の
中
頃
に
大
阪
を
中

心
に
専
門
の
劇
場
が
次
々

と
で
き
る
ほ
ど
大
流
行
し

た
ん
だ
。

Ｑ　

「
語
り
音
楽
」
っ
て
？

Ａ　

簡
単
に
言
う
と
、
三

味
線
の
伴
奏
に
合
せ
て
ス
ト
ー
リ
ー

を
「
語
っ
て
聞
か
せ
る
」
こ
と
。

Ｑ　

へ
え
。
三
味
線
だ
け
な
の
？

Ａ　

そ
う
、
三
味
線
だ
け
。
で
、「
語

り
」
を
一
般
的
に
は
「
義ぎ

だ

ゆ

う

太
夫
」
と

言
っ
て
い
る
。
ほ
ん
と
は
い
ろ
ん
な

流
派
が
あ
る
ん
だ
け
ど
ね
。
ス
ト
ー

リ
ー
は
「
歴
史
物
」
と
「
世
話
物
」

と
が
あ
っ
て
、
当

時
、
実
際
に
あ
っ

た
心
中
事
件
を

題
材
に
取
り
上
げ

た
近
松
門
左
衛
門

は
、
ま
、
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
作
家
と
い

う
と
こ
ろ
か
な
。

Ｑ　

「
大
流
行
し

た
」
っ
て
言
っ
た

け
ど
？

Ａ　

当
時
の
人
は

歌
舞
伎
や
文
楽
な

ど
芝
居
見
物
が
大

好
き
で
、
朝
早
く

か
ら
弁
当
持
参
で

１
日
か
け
て
行
っ

た
そ
う
だ
。「
幕

の
内
弁
当
」
と
い

う
の
は
、
芝
居
の

合
間
に
食
べ
た
と

こ
ろ
か
ら
生
ま
れ

た
ん
だ
。

Ｑ　

ホ
ン
ト
に
？

Ａ　

で
、
当
時
い
ち
ば
ん
人
気
の

あ
っ
た
劇
場
が
「
文
楽
座
」
で
、
い

つ
の
間
に
か
、
浄
瑠
璃
見
物
に
行
く

こ
と
を
「
文
楽
に
行
く
」
と
言
う
よ

う
に
な
り
、「
文
楽
」
が
人
形
浄
瑠

璃
の
通
称
と
な
っ
た
ん
だ
そ
う
だ
。

Ｑ　

「
文
楽
」
っ
て
劇
場
の
名
前
だ
っ

た
ん
だ
。

Ａ　

人
形
浄
瑠
璃
は
、
三
味
線
と
浄

瑠
璃
（
語
り
）
と
人
形
の
三
者
が
一

体
と
な
っ
た
、
現
代
流
に
言
え
ば
ラ

イ
ブ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
言
え
る
か
も

し
れ
な
い
ね
。

Ｑ　

そ
う
か
、
ラ
イ
ブ
な
ん
だ
。

Ａ　

そ
の
面
白
さ
は
、
な
ん
と
言
っ

て
も
人
形
の
動
き
だ
ろ
う
ね
。
１
体

の
人
形
を
３
人
で
操
り
、
登
場
人
物

の
心
情
ま
で
も
表
現
す
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。

Ｑ　

『
八
犬
伝
』
と
か
『
三
国
志
』

を
テ
レ
ビ
で
観
た
記
憶
が
あ
る
よ
。

Ａ　

「
文
楽
」
は
現
在
で
も
年
間
を

通
し
て
各
地
で
公
演
が
行
わ
れ
て
い

て
、
ゆ
と
ろ
ぎ
で
の
公
演
は
文
楽
協

会
に
日
程
を
や
り
く
り
し
て
も
ら
っ

て
実
現
し
た
ん
だ
よ
。

Ａ　

ゆ
と
ろ
ぎ
公
演
は
貴
重
な
公
演

な
ん
だ
。

Ｑ　

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
よ
。
二
人

の
人
間
国
宝
、
三
味
線
の
鶴
澤
寛
治

さ
ん
と
人
形
遣
い
の
吉
田
文
雀
さ
ん

が
出
演
さ
れ
る
ん
だ

Ａ　

そ
れ
っ
て
、
千
載
一
遇
の
チ
ャ

ン
ス
っ
て
こ
と
だ
よ
ね
。
文
楽
、
観

て
み
た
い
！

人
に

ん

ぎ

ょ

う

じ

ょ

う

る

り

ぶ

ん

ら

く

形
浄
瑠
璃
文
楽

古
典
芸
能
鑑
賞
会
（
ゆ
と
ろ
ぎ
開
館
３
周
年
記
念
）

ゆとろぎ開館３周年記念公演のご案内
●開催日　2009年 3月 15日（日）
＜昼の部＞　開場13：00／開演 13：30（所要 2時間 50分）
おはなし（あらすじ）　10 分
「一谷嫩軍記」熊谷桜の段　25分
熊谷陣屋の段　85分
（休憩　15分）
「紅葉狩」35分

＜夜の部＞　開場17：30／開演 18：00（所要 2時間 50分）
おはなし（あらすじ）　10 分
「二人三番叟」　18分
休憩　15分
「御所桜堀川夜討」弁慶上使の段　52分
（休憩　15分）
「傾城恋飛脚」新口村の段　60分

●チケット情報（昼・夜どちらか１回につき）
　（前売り）　大人　3,000 円／大学生以下　1,000 円
　（当日）　　大人　3,500 円／大学生以下　1,500 円 
　（団体（10人以上）割引）　大人のみ　2,500 円
　＜前売り開始予定＞
11／ 15日（土）から　ゆとろぎチケットカウンター

16日（日）から　スポーツセンター
マルフジ（青梅・羽村・福生市内 10店）

17 日（月）から　西多摩新聞社チケットサービス


